
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

冬月　一千花

オルクス
オルクス

UGNエージェントA

１3

無知

父親不在

妄想

秘密

中学生

女

29

腐れ縁

0
2
2
4

1
0
0
0

0
0
0
0

1
2
2
4

24
6
6
11
22

1 1
1 11

UGN 1

花、ひらけ
花、ひらけ（100↑）

　　
　　

0
0

導きの華の効果。＋10の達成値補正。
導きの華の効果。＋12の達成値補正。

0 0

春日恭二
母親

霧谷雄吾

執着
親愛
尽力

偏愛
不安

猜疑心

コネ：UGN幹部
コネ：噂好きの友人
コネ：コーポレート

コネ：手配師
応急手当キット

ネックレス（思い出の一品）

10 1

ワーディング

リザレクト

ジャミング

導きの華

妖精の手

力の法則

絶望の領域

★

0

4

5

3

1

3

★

-

1d10

4

2

4

4

4

オート

気絶時

オート

メジャー

オート

オート

セットアップ

視界

-

視界

視界

視界

視界

視界

シーン

自身

単体

単体

単体

単体

シーン（選択）

自動

自動

自動

-

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

100↑

ピュア

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

対象が判定を行う直前に判定ダイスを−[Lv]個する。１ラウンドに１回まで。EA/p.98。R1/p.152

対象が次に行うメジャーアクションの達成値を＋[Lv×2]する。（購入判定以外）EA/p.100。R1/p.154

対象がダイスロールした後にダイス目ひとつを10に変更。１シナリオに[Lv]回まで。EA/p.100。R2/p.153

自分以外の対象のダメージロール直前に、ダメージを＋[Lv＋１]Dする。１ラウンドに１回。EA/p.102。R2/p.155

そのラウンドの間、対象が行うあらゆる判定のダイスをー[Lv×2]個。ただし１シナリオに１回まで。EA/p.102（基本ルルブはそのラウンドの間、対象が行うあらゆる判定のダイスにー3個。１シナリオに[Lv]回。R2/p.155）

読み：ふゆつき　いちか

普通よりお金持ちの家の娘。
物心ついた時から父親はおらず、その理由はもうちょっと大人になったら、と言われてまだ知らずにいた。

そんなある日、たまたま居合わせた事件に春日がいた。
春日を見た瞬間、この人が私の父親だ、と直感的に感じ取る。
その後、ことあるごとに春日に父親と認知しろと迫ることになる。
エージェントとして活動していたら春日に会えるかもしれない、という思いから、こっそり抜け出してUGNに積極的に協力することとなる。
基本的に支援のみの能力が咲いたため、後方支援であり、常に誰かと一緒ではあるが、危険なことには変わりない。
心配そうに見送る母に少し罪悪感を抱きながら、今日も家の扉に手をかけるのだった。
ちなみにややマザコン気味。春日を追う理由に、母親が片親故に色々言われることも理由の１つにある。

父親に関しての実のところは以下の通り。
結婚してしばらくした後に、父親は不妊治療の結果タネがないことが発覚。
とあるFHセルが行なっていた精子提供会社・病院のもとに生まれた子供が彼女である。
そのセルではレネゲイドウィルスに感染している赤子を別の感染していない赤子と取り替えをしており、UGNが介入。
その時血が繋がらない父親は死亡。彼もまたオーヴァードでありエージェントだった。
事情を知った母はUGNと関わることに反対したものの、度重なる説得により折れることになる。もちろん普通の生活をすることを前提にして。
そうしてUGNの監視下のもと、とある日の夜泣きとともに覚醒した。
UGNの指導も入り、能力の制御の仕方を覚えることとなる。
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